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目的：長い歴史を誇る中国において，古い時代から積み重ねられてきた文献
をどのように扱うかということは，学術・文化において大きな問題であった。
本プロジェクトは，この問題を切り口として，清代から近代への学術展開過
程を捉え直そうとしたものである。 

方法：20世紀中国を代表する歴史家の一人である顧頡剛（1893-1980）が生

涯取り組んだ，最古の経書である『尚書』研究について，顧が『尚書』をどう
扱い，その方法が学術史の流れにどう位置づけられるかを研究した。 

結果と意義：顧は，従来の注釈や清代以降の研究成果を総合する形で『尚
書』の精密な読解を試みると同時に，『尚書』を史料として用いて中国上古
史を描き直そうとした。このことの把握により，清代から近代に至る学術の
展開を捉える視角を得ることができた。 

①清代から近代に至る，中国における学術著作は，今日においても，中国関
係の様々な分野において，研究の源流・基礎となるものである。本研究は，
それら学術著作の相互関係と意義を再考しようとするものであることから，
そこで得られた知見は，今日の諸分野の研究方法に対しても，一定の示
唆を持つことが期待できる。 

②同じく，学校教科においても，中国に関係する教科内容は，清代から近代
における中国の学術著作を直接の教材としたり，教材の背景・根拠として
いる。清代から近代に至る中国における学術の展開を再考することは，そ
れら教科内容の研究において，一定の参考となることが期待できる。 
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